
・

新
会
員
代
表
者
紹
介

嶋
田

順
好

宮
城
学
院
学
院
長

海
野
道
郎

学
院
長

の
退
任
に
伴

い
、
宮

城

学
院
第
一
〇
代

学
院
長
に
四
月
一
日
付
で

嶋

田
順
好
氏

が
就

任
し
た
。
任
期
は
四
年

。

新
学
院
長
は

一
人

五
二
年
埼
主
県
東
松
山

市

生
ま
れ

。
早
稲

田
大
学
政
経
学
部
を

卒
業

後
、
住
友

銀
行

勤
務
を
経
て
、
東
京
神
学
大

学
に
学
士
編
入

。
一
九
八
〇
年
同
大

学
院
神

学
研
究
科

博
士

課
程

前
期
課
程
を
修
了

し
、

日
本
基
育

教
団

中
渋
谷
教
会

の
伝
道

師
に
就

任
、
そ

の
後

主
任

牧
師
と
し
て
仕
え

る
。
一

九
九
九
年

青
山

学
院
大
学
国
際
政
治

経
済
学

部
に
助
教
授

、
大
学
宗
教
主
任
と
し
て

着
任
、

教
授
昇
任
後

、
学
院
宗
教
部
長
、
副

院
長

を

歴
任
。
こ

の
間
、
搜
真
学
院
評
議
員

、
キ
リ

ス
ト
教
学
校

教
育
同

盟
理
事
、
常
任
理

事
と

な
り
、
現
在

は
東
京

神
学
大
学
理
事

、
日

本

聾
話
学
校
理
事

。

専

門
分

野
は
歴

史
神

学
（
聖
餐
論

）
、
実

践
神
学

（
説

教
論
）
で
、
主
な
著
青
と
し

て

は
共
著
で

『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ

ム
と
伝

統
』
（
新
教
出

版
社

）
、
『
キ
リ

ス
ト

教
大

学

の
使
命
と
課

題
』
（
教
文
館

）
、
単
著
で

『
愛

の
極

み
の
中

で
』
（
聖
学
院

ゼ
ネ

ラ
ル
サ

ー

ビ
ス
）

が
あ

る
。

新
学
院
長

の
も
と
、
建
学
の
精
神
を
重

ん

じ
つ
つ
、
宮

城
学
院
は
、
①
生

か
さ

れ
て
い

る
こ
と
を
青

び
感
謝
す
る
大
、
②
自
分

自
身

に
備
え
ら
れ

た
固
青
の
賜
物
を
見

い
た
し

、

そ
れ
を
存
分

に
用

い
る
こ
と

が
で
き

る
人

、

③
愛

に
お

い
て
何
か
重
要
で
あ

る
か
を
熟
慮

し
、
実
践
す

る
こ
と
が
で
き
る
大
、
④
勇
気

と
志
と
望
み
を

も
っ
て
日

標
に
チ
ャ
レ

ン
ジ

で
き
る
人
、
⑤
専

門
的
な
職
業
人
と
し

て
自

立
し
、
誇
り
を

も
っ
て
働
け
る
大
、
⑥
深

く

郷
主
を
愛
し

、
震
災
か
ら
の
復
興
、
再
生

に

貢
献
で
き

る
大
、
⑦

言
語
や
民
族
や
文
化

の

違

い
を
超
え

て
他
者
ど
の
絆
を
築
け

る
心

広

や
か
な
人
、
を

育
む
こ
と
に
心
を
注

い
で
い

・

新
会
員
代
表
者
紹
介

山

嵜

哲

哉武
蔵
大
学
学
長

清

水
敦
前
学
長

の
任
期
満
了

に
伴

い
、
山

嵜

哲
哉
社
会
学
部
教
授

か
四

月
一
日
付

で
学

長

に
就
任
し
た
。
任
期

は
二

〇
一
八
年
三
月

末
日

ま
で
。

山

嵜
新
学
長
は

一
九
五
七
年

山
日
県
生
ま

れ
。
一
九
八
一
年
早
稲
田

大
学
第
一
文
学
部

社
会

学
専

攻
卒
業

。
一
人
人

〇
年
同
大
学
院

博
主

後
期
課
程
単
位

取
得
退

学
。
早
稲
田
大

学
文

学
部
助
手
を
経
て

、
一
九
九
一
年
武
蔵

大

学
人
文
学
部
社
会

学
科

専
任
講
師
に
着
任
。

一
九

九
三
年
同
学
部
助

教
授

。
一
九
九
八
年

に
学
部
学
科
再
編
に
よ
り

新
設
さ
れ
た
社
会

学
部
に
異
動
し
、
二
〇
〇

〇
年

か
ら
同
学
部

教
授

。
二

〇
〇
七
年
か

ら
社
会

学
部
長
を
務

め
、
二
〇
〇
九
年
に
は
学
生
支

援
セ
ン
タ
ー

長

と
し

て
奨
学
金
制
度

の
改
革

な
ど
に
青
献

し

た
。
そ
の
後
、
教
務

部
長

、
学
長
補
佐
と

し

て
、
清
水
前
学
長

の
も
と

で
大

学
改
革
に

取
り

組
ん
で
き
た
。

専
門
は
社
会
学
で

、
現
象

学
的
社
会
学
の

理

論
研
究

か
ら

出
発
し

て
、
「
生

活

ク
ラ

ブ

生

協
」
の
実
証
的
研
究
を

経
て
、
戦
後
日
本

の
社
会

意
識
の
変
化
、
特

に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意

識

に
着
自
し
た
研
究
を
続
け

て
い
る
。
共
著

に

『
現
象
学

的
社
会

学

の
展
開
』
『
団

塊
世

代

・
新
論
』
な
ど
。

武
蔵
学
園
は
、
今
年

、
根
津
公

一
理
事
長

が
学
園
の
ド
ク
ト
リ
ン
を
公
表
し

、
国
際
社

会

に
青
献
す
る
人
材
を
育

て
る
こ

と
を
教
青

目

標
と
し
た
。
大
学
で
も

、「

ゼ
ミ

の
武

蔵
」

を

基
盤
に
、
ゼ
ミ
で
養

わ
れ
た
自
調
自
考
の

資

質
を
世
界
へ
と
飛
躍

さ
せ

る
べ
く
、
新
た

な
取

り
組
み
を
始
め
て

い
る
。
全
学
生
か
在

学

中
に
海
外
体
験
を
で
き

る
仕

組
み
づ
く
り

や
、
海
外

大
学
ど
の

ダ
ブ
ル

・

デ
ィ
グ
リ
ー

制

度
の
実
現
な
ど
、
武
蔵
大

学
を
グ
ロ
ー

バ

ル

な
大

学
と
し
て
脱
皮

さ
せ

、
学
生
・
卒
業

生

か
、
自

ら
が
生

活
す

る
場
所

で
、
「
地
球

市
民

」
と
し
て
活
躍
で
き

る
大

学
へ
と
改
革

す

る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。



・

新
会
員
代
表
者
紹
介

杉

山

晃
清
泉
女
子
大
学
学
長

四
月
一
日
付
で
杉
山
晃
教
授
が
第
一
二
代

学
長
に
就
任
し
た
。

新
学
長
は
一
九
七
三
年
に
東

京
外
国
語
大

学
の
ス
ペ
イ
ン
語
学
科
を
卒
業
、
同
大
学
院

に
進
み
、
メ
キ
シ
コ
や
ス
ペ
イ
ン
の
大
学
で

も
学
ん
で
い
る
。
東

京
外
国
語
大
学
大
学
院

ロ
マ
ン
ス
系
言
語
修
士
課
程
修
了
、
ス
ペ
イ

ン
国
立
遠
隔
通
信
大
学
（
U
N
E
D
）

言
語

学
部
ス
ペ
イ
ン
文
学
・
文
学
理
論
学
科
大
学

院
博
主
課
程
単
位
取
得
。
東

京
外
国
語
大
学

や
学
習
院
大
学
、
東

京
大
学
な
ど
で
教
鞭
を

執
り
、
本
学
で
は
一
九
八
六
年
よ
り
ス
ペ
イ

ン
語
ス
ペ
イ
ン
文
学
科
の
教
員
。
学
部
の
学

科
主
任
や
大
学
院
の
言
語
文
化
専
攻
主
任
、

人
文
学
専

攻
主
任

、
図
書
館
長
な
ど
を
歴
任

し
て

い
る
。

専
門
は

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
。
こ

れ
ま

で
メ
キ
シ
コ

や
ペ
ル
ー
の
作
家

（
ル
ル

フ
ォ
、

バ
ル

ガ
ス

＝
リ

ョ
サ
、
ア
ル

ゲ
ダ
ス
）
の
主

要
作
品
を
翻
訳

紹
介
し
て
き
た
（
『
ペ
ド
ロ
・

パ
ラ
モ
』
『
都
会
と
大

ど
も
』
『
深

い
川
』

な

ど
）
。
ま

た

『
南

の
ざ

わ
め
き
』

や

『
ラ
テ

ン

ア
メ
リ

カ
文

学

バ
ザ
ー
ル
』
（
い
ず

れ
も

現
代
企
画

室
）
と

い
っ
た
著
書

も
あ
る
。
最

近
は
夏
目

漱
石
の

『
夢
十
夜
』

や

『
永
日
小

品
』

の
ス
ペ
イ
ン
語
訳
を

ス
ペ
イ
ン
の
出
版

社

よ
り
刊

行
し
た
。

本

学
で
は
目
下
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム

・
ポ
リ

シ
ー
を

策
定
し
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ッ
プ

を
作

成
す
る
と
と
も

に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
全

体
の
整
備
再
編
を
推
し

進
め
る
た
め

の
検
討

が
行
わ
れ
て

い
る
最

中
で
あ
る
。
当
面
は
こ

れ
に
力
を
注

ぎ
、
学
生
た
ち
の
学
び

が
よ
り

効
果
的
で
充
実
し

た
も
の
に
な
る
よ
う

に
全

学
的
な
力
を
結

集
し

た

い
と
し
て

い
る
。

学
長
に
な
り
多
忙

を
極
め
、
読
書

や
翻

訳

の
時
間

が
ま
ま

な
ら
な

い
こ
と
を
嘆

く
。
森

鴎
外

『
青

年
』

の
ス

ペ
イ
ン
語
訳
は

頓
挫
し

た
ま
ま
で

、
ア
ル
ゲ

ダ
ス

の
書
簡
集
を

か
ろ

う
じ
て
ひ

も
と

け
る
の

が
せ
め
て

も
の
慰
め

な

の
だ

そ
う

だ
。

●
新
学
長
紹
介

牛
渡

淳

仙
台
白
百
合
女
子
大
学
学
長

石
出
信
正

前
学
長
の
あ
と
を
受

け
て
、
牛

渡
淳
人

間
学
部
教
授
か
四
月

一
日
付
で
学
長

に

就
任
し

た
。

牛

渡
新
学
長
は
一
九
五
二

年
宮

城
県
生
ま

れ
。
一
九
七
六
年
東
北
大

学
教
育
学
部
を
卒

業

後
、
一
九
八
二
年

東
北
大
学

大
学
院
教

育

学
研

究
科
博
士
課
程
後
期

課
程
を
満
期
退

学
。

そ
の
後
、
仙
台
白
百
合

短
期

大
学
講
師

・
助

教
授
、
国
立
教
育
政

策
研

究
所
客
員
研
究

員
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
バ
ー
ク
レ

ー
校
客

員

研

究
員
な

ど
を

経
て

、
一
九
九
六
年
仙
台
白

百
合
女

学
大

学
教
授

。
同
大
学
人
間
学

部
長

を
四
期
八
年
間

務
め
る
。
博
士

（
教
育

学
）
。

専
門
は
教
育
行
政

学
、
教
育
経
営
学
、
教

師
教
育
学
。
特
に

、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
制
度

や
教
師

教
育

、
児

童

文
化
を

研
究
。
『
現
代

米
国
教
員
研
修
改

革
の
研
究
』
（
風
間
書
房
）
。

『
改
定

初

め
て
学
ぶ
教
育
の
制
度

・
行
政
・

経
営

論
一
（
編
著

書
、
金

港
堂

）
、
『
ア

メ
リ

カ
映
画
に
お
け

る
子
ど
も
の
イ

メ
ー
ジ
』（
単

訳
、
東
信
堂

）
他

多
数

の
著
書
論
文

が
あ
る
。

現
在
、
日
本

教
育
経
営

学
会
会
長

、
日
本

学

校
教
育
学

会
理

事
、
日
本
国
際
教

育
学
会
理

事
、
日
本
教

師
教
育
学
会

理
事
な

ど
を
務
め

る
。
趣
味
は

音
楽
鑑
賞
。

仙
台
白
百

合
女
学
大
学
は

、
東

京
の
白
百

合
女

学
大
学
と
と
も
に
、

学
校
法

人
白
百
合

学
園

が
経
営
す
る
二

つ
の
大
学
の
一
つ
で

、

東
北

地
方

唯
一
の
四
年
制

カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

で

あ
る
。
白

百
合
学
園
は

、
一
七
世
紀
末
に

フ
ラ
ン
ス
に
生
ま
れ
た

シ
ャ
ル
ト
ル
聖

パ
ウ

ロ
修
道
女
会
を
設
立
母

体
と
し
て
お
り
、
現

在

、
全
世
界
三
四
ヵ
国

で
教
育

と
福
祉
活
動

を
行
っ
て

い
る
。
わ

が
国

で
は
、「
白
百
合
」

の
名

の
も
と
に

、
女
子

教
育
の
名
門
と
し

て

高

い
評
価
を
受
け

て
い
る
。
本
学
は
、

昨
年

度
、
時
代

の
変
化

に
対
応
し
た
新
学
科

体
制

を
ス

タ
ー
ト

さ
せ

た
。
高

い
知
性
と
豊

か
な

人
問
性
を
兼
ね
備
え

た
、
品
格
の
あ

る
女

性

の
育
成
に
取
り

紹
ん
で

い
る
。



連盟ニュース

一般社団法人日本私立大学連盟

新役員選出される

役員の任 期満了に伴い、第200回定時総会（平成26年6月17日開催）に

おいて理事、監事の後任者の選考が行 われ、新たな理事、監事が選出さ

れました。その後、理事 会におい て会長、副会長 及び常務理事をそれぞ

れ決定し、 会長には引 き続き清家篤慶應義塾塾長が、副会長に は楠見晴

重関西大学大学長及び鎌田薫早稲 田大学総長が選出されまし た。

（
会

長
）

清
家

篤

慶
應
義
塾

塾
長

《
副

会

長
）

楠
見

晴
重

関
西
大
学

大
学
長

鎌
田

薫

早
稲
田
大
学

総
長

（
常
務
理
事
》

仙
波

憲
一

青
山
学
院

大
学
長

福
原

紀
彦

中
央
大
学

大
学
長

村
田

晃
嗣

同
志
社

大
学
長

田
中

優
子

法
政
大
学

総
長

早
下

隆
士

上
智
学
院

大
学
長

村
田

治

関
西
学
院

大
学
長

日
比
谷
潤
子

国
際
基
督
教
大
学

大
学
長

福
宮

賢
一

明
治
大
学

大
学
長

大
塚
吉
兵
衛

日
本
大
学

大
学
長

佐
藤

和
人

日
本
女
子
大
学

理
事
長
・
大
学
長

吉
岡

知
哉

立
教
学
院

大
学
総
長

川
口

清
史

立
命
館

総
長
・
大
学
長

小
野

祥
子

東
京
女
子
大
学

大
学
長

國
枝

マ
リ

津
田
塾
大
学

大
学
長

《
理

事
》

佐
藤

元
彦

愛
知
大
学

理
事
長
・
大
学
長

衛
藤

卓
也

福
岡
大
学

大
学
長

井
上

寿

一

学
習
院

大
学
長

湊

晶
子

広
島
女
学
院

大
学
長

吉
沢

英
成

甲
南
学

園

理
事
長

藤
岡

一
郎

京
都
産
業
大
学

大
学
長

赤
坂

博

京
都
精
華
大
学

理
事
長

村
上

宏
之

松
山
大
学

理
事
長

・
大
学
長

ミ
カ
エ
ル

・
カ
ル
マ
ノ

南
山
学
園

大
学
長

植
木

實

大
阪
医
科
大
学

理
事
長

油
井

雄
二

成
城
学
園

学
園
長

・
大
学
長

G
・
W

・
バ
ー
ク
レ
ー

西
南
学
院

大
学
長

岡
崎

淑
子

聖
心
女
子
学
院

大
学
長

日
高

義
博

専
修
大
学

理
事
長

松
本

宣
郎

東
北
学
院

理
事
長

・
大
学
長

吉
岡

俊
正

東
京

女
子
医
科
大
学

理
事
長

岩
本

繁

東
京
経
済
大
学

理
事
長

榊

裕
之

ト
ヨ
タ
学
園

大
学
長

（
監

事
）

鵜
殿

博
喜

明
治
学
院

大
学
長

赤
松

徹
眞

龍
谷
大
学

大
学
長

市
川

太
一

修
道
学
園

大
学
長

《
参

与
》

古
屋

正
博

慶
應
義
塾

塾
長
室
長

（
任
期
は
平
成
二
十
八
年
六
月
総
会
終
結
時
ま
で
）



University

Current Review

大 学 時 報

奇数月20日（年6回）発行

日本 私立 大学 連 盟

WEB サイ トに て、 全文 を

無料 公開 し てい ます。 詳 細は 、

http://www.shidairen.or.jp/

activities/daigakujihou

※第344号（平成24年5月発行）のもの

から、対応しています。

第353 号（平成25年11 月発行）

【特集】

奨学金政策の今、そしてこれから

【座談会】

サービス・ラーニング

の学びが学生にもたら

すもの

【小特集】

今、大学は「平和」に

どう取り組むか一学徒

出陣70 年の節目に

【インタビュー】

岩崎紘昌氏（古美術

商・西洋アンティーク

評論家）

第354 号（平成26年1月発行）

【特集】

変わる大学図書館と学修支援の広がり

【座談会】

大学は“2020 年問題”

にどう向き合うか-16

歳人口の減少から大学

の今後を考える

【小特集】

オープンキャンパスの

これから

【インタビュー】

小堀邦夫氏（式年遷宮

記念せんぐう館初代館

長、神宮禰宜） 。

第356 号（平成26年3月発行）

【特集】

大学のブランディング

【座談会】

いま大学に求められる

情報倫理教育とは

【小特集】

「グローバル人材」育

成に潜む危険にどう備

えるか- 大学の海外危

機管理体制を考える　

【インタビュー】

円 広志氏（歌手、夕

レント）

第356号（平成26年5 月発行）

【特集】

外国人学生・留学 経験者への就職支援

【座談 会】

教養教 育の復活

- 課題と展望

【インタビュー】

深海 久美子氏 （手話通

訳士 ）

※新 連載スター ト

【私 の授業 実践- 教育

現場 の最前線か ら】



連
盟
ニ
ュ
ー
ス

●
私
大
連
盟
「
第
一
回
学
長
会
議
」
開
催
　

平
成
2
6
年
6
月
2
8
日
～
2
9
日
の
二
日
間

に
わ
た
り
、
大
阪
国
際
会
議
場
に
て
「
平

成
2
6
年
度
第
一
回
学
長
会
議
」
を
開
催
。

「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
す

る
社
会
の
も
と
で

の

大
学
教
育
改
革
支

援
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ

グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に

お
け

る
教
養
教
育
の

あ
り
方
、
言
語
・

英
語

教
育
の
あ
り
方
、

教
育
現
場
に
お
け

る
教
授

方
法
を
変
え

る

こ

と
に
な
る
I
C
T

教
育

の
可
能
性
に
焦

点

を
当
て
、
教
育
改
革

の
内

容
、
方
法
の

行
方

を
考
え
る
一
助
と
す

べ
く
、
六
〇
大

学
六
三

名
が
参
加
じ
、
協
議

じ
た
。

●

私

大

連

盟

公

式
F
a
c
e
b
o
o
kペ

ー
ジ

私

大

連

盟

で

は

、

情

報

発

信

の

多

様

化

を

目

的

と

じ

て

公

式
F
a
c
e
b
o
o
kペ

ー

ジ

を

開

設

じ

て

い

ま

す

。

次

号

の

『
大

学

時

報

』

に

関

す

る

情

報

も

随

時
更

新

じ

て

い
ま

す

の

で

、

ぜ

ひ

ご

覧

く

だ

さ

い

。

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
f
a
c
e
b
o
o
k
.
c
o
m
/

s
i
d
a
i
r
e
n
)

編

集

後

記

□
今

号
の
特
集
で
は
、
多

様
化
す
る
学
生

寮
を
取

り
上
げ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
寮
で
ユ

ニ

ー
ク
な
取
り
組
み

が
な

さ
れ
て

い
る
こ

と

が
ご
理
解
い
た
だ
け
た
こ

と
と
思
う
。

学
生

寮
は
近
年
、
異
文
化
理

解
、
他
者

と
の
共

生
、
と

い
っ
た
観
点

か
ら
教
育
効

果

が
注

目
さ
れ
て

い
る
。
学
生

寮
に
入
寮

し
、
共
同

生
活
を
通
じ
て
人
間

的
成
長
を

遂
げ

る
学
生
が
増
加
す

る
こ
と

は
す
ば
ら

し

い
こ
と

だ
。
し
か
し
、
日
本

の
大

学
に

全
寮
制

の
伝

統
は
な
く
、
今
後

一
般
化
す

る
こ
と
も

考
え

に
く

い
。
と

い
う
こ

と
は
、

寮
で
生
活
し

、
そ
の
教
育
効
果
を
享
受

す

る
学
生
は
全

学
生
の
一
部
に
と
ど
ま

る
と

い
う
こ
と

で
も
あ
る
。
学
生
寮
に

お
け

る

教
育
手
法

が
開
発
さ
れ
、
教
育
効
果

が
高

ま
る
ほ
ど
、
寮
生

と
そ
う
で
な

い
学
生
と

の
、
い
わ

ば
格

差
が
広
が
り
か
ね
な

い
。

寮
生
が
成
長
し

た
、
と
い
う
成
果
に
喜

び

そ
こ
に
と
ど
ま

る
こ

と
な
く
、
学
生
寮

の

教
育
効
果
を
分
析
し

、
広
く
寮
生
以
外

の

学
生
に
も
同
じ

教
育
効
果
を
も
た
ら
す
こ

と
が
で
き
な

い
か
、
そ
れ
を
考
え
て

い
く

の
も
大

学

の
使
命

で

あ
ろ
う
。
（
広
報

・

情
報
部
門
会
議
（
大
学
時
報

）委

員
・
立
教

大
学
学
生
部
事
務

部
長
付

木
村

健
太
）

□
東
京
大

学
、
京
都
大
学

が
と

も
に
、
二

〇
一
六
年

度
入

試
か
ら
推
薦

や
A
O

な
ど

を
柱
と
す

る
入

試
を
導
大
す

る
と
発

表
し
、

話
題
を
集

め
て

い
る
。
そ
の
背
景

に
は
世

界
の
大
学

ラ
ン
キ
ン

グ
で
、
東
大
二
三

位
、

京
大

五
二
位

と

い
う
結

果
か

ら
、
「

グ
ロ

ー

バ
ル
化
か

進
む
世
界
か
ら
と
り
残

さ
れ

て

い
る
」
と

い
う
危

機
感
が
あ

っ
た

の
だ

ろ
う
。

今

号
特
別

連
載

で
は

、
「
高

校
は
今
」

と
題
じ
て
高
等

学
校
段

階
で
の
教
育
改

革

に
焦
点
を
当
て
た
。

た
ま
わ
っ
た
論
文
を

拝
読
す
る
と
、
各

高
等

学
校
で
は

グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き

る
リ
ー

ダ
ー

の
育

成
や
、
多
様
な
社
会

経
済
基
盤
を
支
え

る

人

材
の
育
成
な
ど

、
質

の
高
い
積
極
的
な

取
り

組
み
が
か
な
り

の
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん

で

い
る
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
認
識
す

る
。

今

後
大
学
は
、
教
育

の
連
続
性
と
い
う
観

点

か
ら

も
、
「

高
等

学
校
の

教
育

に
深
く

関
わ
っ
た
高
大
連
携
」

を
高
等
学
校
と
実

践
し

て
い
く
こ
と

が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

ま

た
今
後
、
大
学
大
試

は
い
わ
ゆ
る
学

科
試

験
中
心
か
ら
、
前

述
の
東
大
・
京
大

の
よ
う

な
高
校
生
を
多
面

的
・
総
合
的
に

評
価
す

る
入
試
に
ド
ラ

ス
テ
ィ

ッ
ク
に
変

わ

っ
て

い
く
予

感
を

覚
え

る
。
（
広
報
・

情
報
部
門

会
議
（
大
学
時
報
）
委

員
・
関

西

学

院

大

学
入

試

部

課

長

補

佐

筒

井

弘
幸
）

□

家
庭
の
財
政
に
大
き

な
影
響
を
及

ぼ
す

こ

と
が
懸
念
さ
れ
て

い
た
消
費
税
八
％
へ

の
引
き
上
げ
か
ら
数
ヵ
月

が
経
過
じ
た
。

増
税
前
に
決
意
し

た
節
約
の
気
持
ち
は
ど

こ

へ
や
ら
、

い
つ

の
間

に
か
気
に
せ
ず
買

い
物
を
し
て
い

る
自
分

が
い
る
。

さ
て
、
学
校
法
人

の
会
計

状
況
に
も
大

き

な
変
化
の
波

が
押
し
寄
せ

た
。
昭
和
四

十
二

年
に
制
定
さ
れ
た

学
校
法

人
会
計
基

準

、
初
の
大
改
正

で
あ

る
。
今

座
談
会
で

は

、
「
学

校
法
人

会
計

基
準

の
こ
れ

ま
で
、

そ
し

て
こ
れ
か
ら
」
と
題
じ

、
計

算
書
類

の

〝
わ
か
り

や
す
さ
〟

と

〝
的

確
さ
〟

の

向
上

な
ど
を
目
的
と
す

る
同
基
準

の
改
正

に
至

る
ま
で
の
過
程
に
つ

い
て
、

さ
ら
に

新
基
準

に
よ
り
何
を
明
確
に
す

る
の
か
な

ど
に

つ
い
て
お
話
し

い
た
だ

い
た
。

幸
福
度

ラ
ン
キ
ン

グ
ア
ッ

プ
は

、
ド
ラ

マ

や
映
画

の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
大

学
を

取

り
上
げ
た
。
近

所
や
見
覚
え
の
あ

る
景

色

が
登
場
す

る
と

、
ス
ト
ー
リ
ー
そ

っ
ち

の

け
で
目

が
奪

わ
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
よ

く

あ

る
。
こ
と

さ
ら
そ
れ
が
学
生
時
代
を
過

ご
し
た
キ
ャ
ン

パ
ス
で
あ
れ
ば
、
こ

の
う

え
な
く
気
持
ち

が
高
揚
し
て
し
ま
う
こ
と

だ
ろ
う
。
寄
稿

い
た
だ
い
た
原
稿
を
拝

読

し
、
登
場
し
た

ド
ラ
マ
や
映
画
を
も
う

一

度
見
た
く
な

っ
た
。
こ

の
夏
の
予
定
は
決

定
し

た
。
（
日

本
私
立

大
学

連
盟
事

務
局

春
名

貴
明

）



一般社団法人 日本私立大学連盟加盟大学一覧
（大学名ABC 順）

}は同一学校法 人

（121大学 平成26年7月20日現在）

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学

青 山 学 院 大 学
跡 見 学 園 女 子 大 学
梅 花 女 子 大 学

文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学

中 央 大 学獨 協 大 学
獨 協 医 科 大 学
姫 路 獨 協 大 学

同 志 社 大 学
同 志 社 女 子 大 学

フ ェ リ ス 女 学 院 大 学
福 岡 大 学

福 岡 女 学 院 大 学
福岡 女学 院看 護 大学

学 習 院 大 学
学 習 院 女 子 大 学

白 鴎 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学

広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学
兵 庫 医 療 大 学

実 践 女 子 大 学
上 智 大 学

城 西 大 学
城 西 国 際 大 学

順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学

関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学

恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学

神戸 海 星女 子学 院大 学

國 學 院 大 学

国 際 大 学

国 際 武 道 大 学

国 際 基 督 教 大 学

駒 澤 大 学

苫 小 牧 駒 澤 大 学

皇 學 館 大 学

甲 南 大 学

久 留 米 大 学

共 立 女 子 大 学

京 都 産 業 大 学

京 都 精 華 大 学

京 都 橘 大 学

松 山 大 学

松 山 東 雲 女 子 大 学

明 治 大 学

明 治 学 院 大 学

宮 城 学 院 女 子 大 学

桃 山 学 院 大 学

武 蔵 大 学

武 蔵 野 大 学

武 蔵 野 美 術 大 学

名 古 屋 学 院 大 学

南 山 大 学

日 本 大 学

日 本 女 子 大 学

ノートルダム清心 女子大学

大 阪 学 院 大 学

大 阪 医 科 大 学

大 阪 女 学 院 大 学

追 手 門 学 院 大 学

大 谷 大 学

立 教 大 学

立 正 大 学

立 命 館 大 学

立命館 アジア太平洋大学

龍 谷 大 学

流 通 科 学 大 学

流 通 経 済 大 学

西 武 文 理 大 学

聖 学 院 大 学

成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学

成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
清 泉 女 子 大 学

聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学
石 巻 専 修 大 学

芝 浦 工 業 大 学

白 百 合 女 子 大 学
仙台 白百 合女 子大 学

昭 和 女 子 大 学
園 田 学 園 女 子 大 学

創 価 大 学
大 正 大 学

拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学

東 北 学 院 大 学
東 北 公 益 文 科 大 学
東 海 大 学

常 磐 大 学
東 京 医 療 保 健 大 学

東 京 女 子 大 学
東 京 女 子 医 科 大 学
東 京 経 済 大 学

東 京 農 業 大 学
東 京 情 報 大 学

東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東 洋 英 和 女 学 院 大 学

東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学

和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学

四 日 市 大 学
四日 市看 護医 療大 学
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